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２×４工法による非住宅木造の建設を合理化
Product
Topics

次期バージョンアップでXF24が10階建てに対応 ネットイーグル㈱

２×４プレカットCAD
OPEN-NET XF24

強化石膏ボードの二重～五重貼り

2024 年度の新設住宅着工戸数が 80 万戸を切
るという衝撃的な予測を複数のシンクタンクが
発表するなど、木造住宅市場の縮小は年々顕著
になっている。その一方で、官民の双方で非住
宅建築における木質化の加速がより顕著になっ
てきており、非住宅分野の市場は拡大を続けて
いる。これらに加え、ついに今年は建築基準法
の改正や来年の BIM 確認申請に向けたデジ
タルデータによる確認申請が開始されるなど、
木造建築業界は大きなターニングポイントを迎
えることとなる。

こうした木造建築業界の動向を鑑み、木造プ
レカット CAD/CAM システム大手のネット
イーグル㈱（福岡県福岡市、祖父江久好社長）
では、同社がリリースする全ての CAD ソフ
トにおいて、法改正対策の『構造計算（許容応
力度計算）システム』、（新）壁量 ･ 柱の小径基

準に対応した『壁量・偏心率・Ｎ値計算 / 性能
評価計算システム』、BIM 確認申請（IFC）対
策（BIM-CAD 双方向連動）の『IFC データ
読込 / 出力システム』など、技術革新によっ
て設計やプレカットの合理化を図り、木造建築
業界を支えてきた。今現在は高層化が進む非住
宅木造建築への対応に向けた機能拡張が開発中
となっており、今年の５月に予定されている
CAD ソフトの次期バージョンアップでリリー
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非住宅木造の高層化に対応

2021 年に改正 / 施行された「脱炭素社会の
実現に資する等のための建築物等における木材
の利用の促進に関する法律」の追い風により、
近年では大手ゼネコンが手がける商業施設やオ
フィスビルなどで木造建築物の高層化が加速傾
向にある。こうした動向を受け、同社では非
住宅プレカット CAD「XF15」の 10 階建て
対応を 2023 年のバージョンアップで実装させ
ているが、2025 年のバージョンアップでは２
×４プレカット CAD「XF24」においても 10
階建て対応が実装される。

２×４工法では木材と合板を組み合わせてパ
ネルを作り、床・壁・天井を一体化した六面体
構造により躯体を形成するため、建築規模の差
はあれど、一般の木造住宅も非住宅木造も同
一の設計手法となっている。同社の XF24 は
構造計算→ 構造設計（伏図 / 竪枠図）→ 木材

積算（木拾い / 板取）→３次元加工→ シージ
ング（釘打ち）まで行うことができる。そのた
め、一般の木造住宅と比べて手間と精度が求め
られる非住宅木造の積算作業を効率化できるほ
か、点数の多い部材の加工を CAD/CAM プ
レカットで行うことができる。

また、XF24 のパネルシステムを拡張させた
機能である「石膏ボードオプション」を用いる
ことで、石膏ボードの表面紙方向変更や板取を
行うことができ、石膏ボードの内貼り / 外貼
り、二重〜五重貼りなどを入力することができ
る。この機能によって、非住宅木造で必須とな
る高い耐火性能（耐火 / 準耐火）の確保に必要
となる大量の石膏ボードを現場での手切りに頼
らず、CAD/CAM プレカットで加工するこ
とも可能となる。

同社では、今回のバージョンアップにおいて
XF24 の機能アップはもちろん、これと連動す
る構造計算システム「NSC24」の計算機能の
向上も図り、2025 年の法改正への対応を強化
していくこととしている。

スされる予定となっている。


